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9700皿Cに於けるカーボニル鉄粉の誘電率
’及ぴ誘磁卒の測定’

森 泓　⑧守橋　眞

　t繕6言
　通研の西岡氏よりカーボニル鐵粉の試料をゆすり受けたので此について3糎波に於ける誘

磁奉及び誘電率の測定を行つた。試料は西岡氏が昭和27年物理学会でr4000〃Cでの誘磁

率の測定Jとして発表されたもの」一都で，直経10μ程度の球状の鐵粉をポリスチロール

中に分散し固化成型したものである，鐵粉の化学組蔵は鐵含有奉g97～998炭素含有率

αO1～α03酸素含有率い～α3窒素含有率α01～α1（％）

　2・測　史　寿　綾

　通研の小口氏の方法によるもので西岡氏の論文を通して其の計算式を示すと先づ

　　易：解放インピーダンス

　　2。：短終　　〃　〃

　　島：試料の規格インピーダン！ス

　　λ：室間波長　　　γ：偉播定数

　　γ・：真室導波管の遼断波長

　　ε’一ノε”・混合物の見かけの複素誘電率

　　μLプμ’㍉：　　4　　ク　・　誘磁率

みζは定在波測定器により定在波比とx榊から求められる。
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　　　　1－12γsダκθπ　　β1＝τ畑κ　1＿γ・十％了　　　　　　　　解　整数

からαβを求め得〃は厚あの異なる同種の試料から決る。

　　尾易二扇＝α十％を計算しておけばa，ろ，■α。β等より（εLブε”）（μLブμ”）三ε、一ブε。

が求まるから之と（μLブμ”）2≡μ・一クμ・としたときのμ。，μ・が決まり従つてμ’，μ”が求ま

るそれよりε’，ε”が決まる。



3皿

鼠測　窺　繕　暴

鐵の重量含有比（％）80，75多70，60，40，20。の試料について測定共結果のを次に示す・

密度（％） I（舳） μ’
　
〃
μ

1μ1 晦uδμ ε1μ ε”μ ユ・nδε ε1。 λ9

80 O．52 1．55 O．26 1．57 0．18 14．2 5．α壷
0．36 ］0．9 3．874

80 〃 1．12 O．30 1．］6 O．27， 13．5 4．13 0．31 ，ユO．3 3．880

75 O．49 1．41 0．40 1．狛 O．28 8．12 1．97 0．24 5．62 3．880

75 ク 1．35 O．33 1．38 0．25 叫7 2．48 0．21 7．63 3．890

70 O．40 1．41 O．32 1．45 0．22 7．70 1．43 O．Z9 5・31． 3．890

60 O．98 ヱ．07 0．1O 1．05 0．1O 4．87 工；06 O．22 4．50 、3．890

60 ク 工．15 O．07 1．15 O．07 4．7工 1．15 O．25 4。幻 3．890

40 】．工9 コ．コ6 O．06 工。16 O．05
’3．如

O．29 O．08 3．06 3．874

40 ク 1．08 O．10 1．08 0．10 3．70 O．00 0．00 3．32 3．860

20 1ヌ22 1．16 O．02 1．16 O．02 2．88 0．皿4 O．05 2．93 3，900

20 〃 工．00 O．07 工．OO O．06 3．07 0．04 O．01 3．⑧2 3．894

ε’。はμ＝1と巻いた勘伽■一α0〃C乃の誘電率の計算法によるものである。

1μ12＝μβ十μ晦　λ9は管内波長（c皿）

　乱錨　　藷

　論集第2号で発表したものと大体同じ装置であるがk1yst・onの反射電圧値は蓄電池を

p1航e俸ぽ80，2五3・舳07・γ灰150／50の定電圧装置で幾分改良した積りだつた。

街櫓幡器は用ひなかりた。

肯此の実験は本學都の竹本先生の御指導と通研の西岡篤夫氏の御好意の緒果である。

　　参考文献・西岡篤夫，岡本宏、関川京ごの諸氏による4000〃σに於げるカーポニル鐵粉の誘磁率

　　　　　　の次定I及ぴ皿（1952及ぴユ953）


